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研究主題一一一一～ 一「

生徒一人一人の関心 ・意欲を高め、論理的な思考を促す指導と評価の工夫

1研 究主題設定の理由

集 め られ た情報 を整理 ・分析す る ことで生 まれた発想 や意見を、相手 に正 確 に理解 して も ら

え るよ うに発信す るために は、発想や意見 を生む論理的 な思考力 と正確 に伝 え るための構 成 や

展開 を工 夫す る論理 的な思考 力の二っの力が必要であ ると考え る。

本部会 で は、 このこっ の論理 的 な思考力の育成 に着 目 し、「表現 」 領域 にお け る指導 を とお

して これ らの能力 を高 め る指導 と評 価の工夫 にっ いて研究を進 めた いと考 えた。

「生徒一 人一 人 の個性 を重視 し、生 徒の もって いるよい面 を引出 し、 それ らが十 分発揮 で き

る学習 の場 を周到 に用意す ること」 は教 師の大 きな使命の一 っであ る。学校週五B制 が月2回

実施 された今年 度、学校現場 では教育水準 の維持 や授業時数の確保等を巡 って論議なされ、様 々

な工 夫が展 開 されて いる。 そのよ うな状況 の中で最 も重視 すべ きは学校生 活 の充実 であ る。1

時間1時 間 の授業 の質 ・内容 を高 め、主体 的に学 ぼ うとす る意欲 あふれ る生徒 を育 て るこ と こ

そ教 師の使命 であ ると言 える。今 、い じめや不登校等 、学校生活 に安 らぎを感 じられず、悩 ん

でい る生徒 の存在 が大 きな社会問題 として注 目を集 めてい る。 これ らの課題解決 の方策 と して、

学校 をあ げて取 り組 むべ き ことは、 やは り日常的 な授業 の改善 ・充実 であ る。生徒一人一 人 の

学習 に対 す る関心 ・意 欲を喚起 し、高 める指導方法等 の改善工夫 は不可欠 であ る。

国語教室 の実態 を見 るとき、様 々な調査等で指摘 されて いるよ うに、読書離 れの傾向 、 自分

の考え を相手 に理解 されやすいよ うに構成 して話 した り書 いた りす る力 の不 足を憂え る教 師 の

声 は年 々高 まって いる。 また授業以 前の問題 と して、「国語 の授業 が楽 しい、 好 きで あ る」 と

感 じて い る生徒 の少 なさを嘆 く声 も多 い。確 かに、全体的傾 向 と して はそのよ うな面 も否 定 で

きな い。 しか し、 こ うした傾 向は生徒 だ けの責任 に帰 す ることはで きない。現行 の学習指導 要

領 が告示 され、授業 の改善 ・充実が求 あ られて7年 を経 よ うと して いるが、中学校 の国語 の授

業 は、生 徒 に とって魅力 の ある もの、生徒 が関心 ・意欲 をか き立 て られ る指導 内容 ・方法 に変

わ って きて いるだ ろ うか。国語教 師 は もう一度、授業の原点 に返 り、生徒の国語 に対す る関心 ・

意 欲 を高 め、国語を尊重 す る態度 を養 う方策を学校経営 ・教科経営 の視点 か ら考え る必要 が あ

る。

本分科会 で は、「これ らの学校 教育 の課題を国語教育 として ど のよ うに受 け止 めれ ば よ いの

だ ろ うか」 と自問 自答 しなが らこの1年 間、 この課題 にっ いて授業実践を通 じて解決の方 向 を

探 ることに した。特 に、現在国語教育 に求 め られてい る、情報選択能 力 ・情報活用能力の育成 、

情報 の発信者 として備 え るべ き資質、能力 の洒養 、それ らの基礎 とな る論 理的思考力 、論 理 的

表現力 の育 成 に焦点 をあわせ ることに した。

以上 のよ うな観点 か ら、研究 主題を 「生徒一人一人の関心 ・意欲 を高 あ、論理的 な思考 を 促

す指導 と評価 の工夫」 と設定 し、「表現」領域 におけ る作文指導 、音 声言 語 指導 の二 つ の側 面

か ら授業 に基 づ く実証的 な研究 を進 め ることに した。
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II研 究の内容

【作文指導班】

研究副主題:「 読書感想文 で鍛 え る論理 的 な思考 と表現 の指導」 一 情報化 に対応 して 一一

1独 自の感想 ・意 見 の重要性

ある事柄 にっ いて学 習者 に感想 を求 め ると、「かわ いそ う」「す ごい」 など、感覚 的 で しか

も一 言 による感想 が多 く、 自分 の内面 に引 き付 けた感想 は少 な い。 また、学習者 が意見 を述

べた と して も、それ はテ レビや新聞 の評論家 などの意見 の受 け売 りであ る場合 が多 い。 これ

は学 習者が、氾濫 す る情 報 の中 で、 自分 の知識 や経験 に照 ら し合 わせて その情報 を吟味 し、

普段 か ら自分独 自の意 見を もっ とい う経験 に乏 しいか らであ る。

情報 化 ・国際化 が進 む社会の中 で、学習者 の論理的 な思考力 を高 め、独 自の感想 や意 見 を

もて るように し、 それ らを論理的 に表現 で きるよ うにす ることが、 今、国語 の授業者 に求 め

られて いる課題 であ る。

2読 書 感想文 に注 目 した理由

(1)感 想 文 は説明文

「こういう気が した」

(感)直 感的

十

「それでこういうことに気

がっいた」

(想)

ーー

感 想

・ 「あ っ、ああ、 うん、なにな に、 ほん と

うだ」 など ピンときた り、ぐっときたり、

心 が働 くこと。

・ 「お もしろか った」「よか った」

・思 った り考 えた りす る心 の動 き。

「気 がつ く、思 いっ く、考 えっ く、迷 う、 疑 う、比 べ'

る、思 い浮 かべ る、わか る、信 じる。J

・どんな ところが、なぜ 、 ど うい うふ うにお も しろい の1

か を考 えて、わか った り思 ったり したこと。

感想 文 とは 「直感 的に 自分が感 じとった ことと、 そ うい うふ うに 自分 自身 が感 じたの は

なぜか、 とい うことを考 え たときに分か った こと ・考 えた ことを、読 み手 を意識 して分 か

りやす く伝 え るよ うに書 いた文」 とい うことになる。 したが って、感想文 は 自分の考 え を

相 手 に分か りやす く説 明す るとい うことで説明文 に属 してい ると言 え る。

② 身近 な話題 に結 びっ く感想文

国語 に対す る関心 ・意欲が低 い学習者 は、経験 した ことを客観 的 にと らえて言語 化 す る

のが苦手 であ る。 自分 が経験 した こと以外 の ことに対 しては、「自分 とは違 う」「初 めて知 っ

た」 などの感想 で終 わ って しま う。 そ うい う学習者 に とって、見 た り聞 いた り した こ とや

文 章を分析す る過程 で興味や関心を もった ことにっ いて、 自分 の考 えや意見 をま とめ る こ

とは難 しい。ま して作 文で相 手を意 識 して分か りやす く伝達す ることなど困難 であ る。

この よ うな学習者 で も、比較 的 に意見 が出やす いのは、「学 習者 の 身近 な話題 に結 びっ

く文章 」 であ る。 この条件を満 たす のは、主人公 の年齢 が 自分 に近 い文学作品 に多 い。 主

人公 と自分 との生活 や考え方 の比較 とい う論理的 な思考 か ら生 じた発想 や意 見を、読 む相

手 に理 解 して もらうよ うに、論理的 な表現 でま とめた ものが読書 感想文 であ る。
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3読 書 感想文指導 の現状

(1)計 画性 に欠 ける指導

読書 感想文の指導 にっいて、本分科会で意見交換 した結 果、授業 な どで書 かせ るこ とは

して いるが、計画的 に指導 を した ことはあま りなか った とい う反 省が多 く出 された。

(2)学 習者 の読 書感想文 に対す る意 識

計画 的な指導を受 けていない学 習者 が、読書感想文 に対 して どのよ うな意識 を もって い

るかをア ンケー ト調査 を基 に考察 を行 った。

読書感想文にっいてのアンケー ト結果

i>
平成7年9月 実施 対象人数1年237人2年309人3年252人

あなたは読書を して感想を もっ ことは大切だと思いますか?

1年

ア 大切だと思 う。196

イ 大切だとは思わない。41

合計798入

2年3年

242208

6744

2)Aあ なたは、他の文章と比べて読書感想文を書 くことを、どう思いますか?

ア 得意。

イ どちらかといえば得意。

ウ どちらかといえば苦手。

工 苦手。

計

64680.9%

152正9.0%

1年2年3年 計

510722

436444151

99134101334

9010199290

2)B上 記の質問で 「ア」 ・「イJと 答えた人は、その理由を下から選びなさい。

(複数解答可)〈173人 〉

① 字数 ・原稿用紙等の枚数が気にならないから。

② 何を書けばいいのかが分かるから。

③ どのように書けばいいのかが分かるから。

④ その他。

1年2年3年

91414

144324

173222

457

2)C2)Aで 「ウ」 ・「エ」 と答えた人は、その理由を下から選びなさい。

(複数解答可)〈624人 〉

① 字数 ・原稿用紙等の枚数が決まっているから。

② 何を書 けばいいのかが分からないから。

③ どんなふうに書いたらいいのかが分からないか ら。

④ その他。

1年

34

91

130

12

2年

52

108

167

18

3年

35

105

161

ii

2.7

18.9%

41.8%

36.3%

計

3721.3%

8146.8%

7141.0%

169.2%

計

121

304

458

41

19.3%

48.7

73.3%

6.5%

この調査 によ り、学習者 の80.9%は 、読書後 に感想 を もつ ことは大切 で あ る と思 って い

る ことが分 か った。 しか し、読書感想文を書 くことに苦手意識を もっ学 習者が78.1%も い

る ことも把握 で きた。

㈲ 計画的指導 の必要性

ア ンケー ト調査の結果か ら、学習者 は感想を もっ ことの大切 さを認 あ なが らも、感 想 文

を書 くことに は苦手意識を もってい ることが分か った。 これ は、授業者 が適 切 な指導 を し

ないままに漫然 と書 かせて いる ことに も大 きな原因があ ると考え られる。授業者 の読 書 感

想文 に対す る曖昧な意 識 も学習者 の苦手意識 に影響 して いると言え る。

(4)現 状 におけ る学 習者 の作品分析

実際 の学習活動 に入 る前 に、指導上の問題点 を明 らかにす るため に、本分科 会で は学 習

者 が以 前 に書 いた作 品の内容 と構成を分析 し、それを次 の よ うに分類 してみた。
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平成7年9月 実施 対 象人数

(内容面)

① 感覚 的表現 に とどまって いる。84

② ア 自分 の体験 は盛 り込 まれ てい るが自分 の考 えが入 って いな い。3

イ 自分 の考 え は述 べ られて い るが体験 に基づ いて いない。48

③ 自分 の体験 に基 づ いた考 えが述 べ られ いて る。11

(構 成面)

① 羅列型 。77

② ア 表現上 の工夫 はあ るが構 成 ははっきり しない。10

イ 構成 ははっ きり してい るが表現上 の工 夫がな い。50

③ 構成 も表現 上の工夫 もしっか り してい る。10

2年147人

57.1

2.0

32.6%

7.4

52.3io

6.8

34.0%

6.8%

一
この分類 か ら、学 習者 の作品 は、内容面 では①、② イで89 .7%、 構成 面 で は① 、 ② イで

86.3%を 占め ることが明 らかにな った。 また、 この傾向 は、先 のア ンケー トで 読書 感 想 文

に対 して苦手意識 を もって いないと答え た学習者 の作品 に もみ られ た。

(5)読 書感 想文指導 の問題点

読書感 想文 の指導 にっいて は、読 書嫌 いをっ くるとい う視点 か ら不要 だ とい う意見 もあ

る。 しか し、本分科会 で は読書 か ら得 た生 き方 に対 す る自分 の考 えや意見 を、相手 に説 明

す る重 要 な指導 の一っ ととらえ た。 また、学習者 も大切 である ことを認 めていることか ら、

問題 は授業者 の確か な指導計画 に基 づいた指導 の工 夫であ る。授業者 は78.1%の 学 習者 の

もっ苦手意識 を取 り除 くことがで きる新 しい指導 を工夫 し、実践 して い く必要 があ る。

4研 究 のね らい

本分科 会 では、 自分の体験 に基づ いた考 えが論理的 な構成 で書 かれ 、 しか も相手 に分 か り

やす いよ うな表現上 の工 夫が なされ ている作品 を優 れた読書感想 文 と位 置付 け、二っ の工 夫

によ り学 習者 の関心 ・興 味を高 め、論理的 な思考 を促す指導 を考 察 し実践 す ることに した。

(1)「 デー タ作文」 一 書 くための題 材を蓄積す る指導 の工夫

学習者 の感想 文が感覚 的であ った り、内容 が深 ま らない ことにっ いて、本分科 会 で は 日

ごろか ら情報 を吟味 し、 自分独 自の考えや意 見を もっ機会が少 な くな って いるか らで はな

いか と考 えた。そ こで 、機会 あ るごとに 自分の体験 を もとに自分 の考 え をま とめた短 作文

を書 き、それを データ(資 料 ・材料)と して蓄積 してお く作文活動(以 後 一デー タ作文一

と呼ぶ)が 必要 であ ると考 えた。

あ る文学作品 の感想文 を書かせ る ことを前提 に して、計 画的 に この 「デー タ作文 」 を書

いてお くとい う工夫 を し、 そ こにま とめておいた意見 と文学 作品 を読 む ことによ って得 ら

れた感想 を比較す ることで、 よ り深 い考察 がな された感想文 が書 けるであ ろ うとい う仮 説

を立 てた。

② 「標準 アウ トアイ ン」 による文章 の構成 一 書 くことの抵抗 を和 らげ る工夫

本分科 会で は自分 の もった感想が論理的 に展開 で きるよ うな文 章構成 の枠組 み 一読 書感
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想 文用 の 「標準 ア ウ トライ ン」 一 を作成 し、そ こに文章 を当て は めて い くことで 、構 成

が整 った文章 が書 け るので はな いか とい う仮説を立 てた。

(3)二 っ の論理的 な思考過程

本研究 では、読書体験 か ら得 られ た考えや意見を、 自分 の体験や考 え と比較 す るこ とに

よ って新 たな発想 や考 え、意 見を もっ とい う論理的 な思考 の過程 と、 それを相 手 にと って

最 も分か りやす ≦、 しか も誤 解を生 まないような論理的展開 を もっ文章 を作成す ると い う

論理 的 な思考 の過程 が必要 にな る。本分科会で考え た二っ の工夫 は これ らの思考を 自然 に

学 習で きるよ うに計 画 した もので ある。

5指 導の実際 一 教材 名:「 少年 の 日の思 い出 」(第1学 年M社)

(1)教 材選定 の基準

①学習者 の身近 な話題 に結 びつ く文章、②登場人物 の年齢 が学習者 に近 い文学作品 、③

学習者 が似 たよ うな経験を して いて、身近 に感 じられる作品 、以上 の基準 か ら、第1学 年

で は 「少年 の 日の思 い出」を選定 した。

② 展開例

「
学 習 指 導 計 画

全体指導計画(全11時 間扱い)
i

第1時 …読書感想文にっいてのアンケート調査結果の分析。感想文のサンプルを提示し分類1

す る.}

第2時 …テーマを選択 してデータ作文を書く。(用紙①)※ 参考資料A参 照。1

(今回のテーマ)i
ア

イ

ウ

エ

他 人 の こ とや 持 って い る もの を う らや ま し く思 った経 験 。

友 達 が 大 事 に して い る もの を な く した り、壊 した り した経 験 。

謝 って も許 して も らえ な か った経 験 。

謝 られ て も許 せ なか った経 験 。

第3時 … 「少年 の 日の思 い出」 の範読 を聞 き、初発 の感想 を まとあ る。(用 紙②)

第4時 ～第6時 …内容読 解

第7時 … デー タ作文 と関連 す る部分 を作品中 か らさが し、デー タ作文 と同 じ形式 で その部 分

を ま とめ る。 データ作文 と作品 の内容 との関連 を押 さえ る。(用 紙③)

※参考 資料C参 照

i

※参考資料B参 照1

第8時 …第2時 と第 塒 で書 いた もので・ 自分 の考 え・意見 と 「少年 の 日の思 い出」 を読 んi

で得 られた感想 を比較 し、考 え、意見 を深 あ る。(用 紙④)※ 参考 資料D参 照

第9時 …今 までの用紙 を、標準 アウ トライ ン(用 紙 を②①③④ の順)を 使 って構成 し、原稿{

用紙 に感想 を まとあ る。i
　

第10時 …感想文 の構成 を工 夫 し、独 自の感想文 にす る。だれ かの感想文 をサ ンプルに して よi

り的確 に感想 を伝え るにはど うした らよいか全員で構成 を工夫 す る。1

第11時 …前時を参考 に して、各 自力・構成を醸 工夫す る。}
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(3)参 考 資料.学 習 プ リ ン ト(第2、3、7、8時 で 使 用 した もの の例)
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【参考 資料】第9時 にお ける生徒 の読書感想文 の例

。の物語 を読 んで、 まず思 。た 。とが、「燗 に と。て、「IRJと いうことは幡 熱 コ

いの か も しれ な い」 と い う こ と一 。

最 初 は、 僕 の心 が う ま く読 み 取 る こ とが で きませ ん で した 。 ど う して十 二 歳 に な って も

欲 しい もの を我 慢 で き なか っ た のか 。盗 み を して しま った の か と思 って い たか らで す 。 し

か も、 ち ょ うを採 集 した もの だ と知 った うえで 、 ポ ケ ッ トに入 れ て しま うなん て許 せ ま せ

ん で した。 しか も、 エ ー ミー ル に謝 りに い く気 に な らな か った な ん て 、 とて も考 え が 甘 い

男 だ な あ と思 い ま した 。

しか し、 この よ うな こ とを言 って い る私 に も、 本 当 は 同 じよ うな経 験 を した こ とが あ り

ま した 。 それ は、 五 年 前 の 夏 の こ と で した。 友 達 の家 に遊 び に い った 時 、 友 達 は 小 さ な プ

ラス チ ック ケ ー ス に 入 った か わ い い魚 を 見 せ て くれ ま した。 あ ま りに も魚 が 小 さ く、 も っ

と近 くで 見 た い と思 った私 は、 ふ と ケ ー スを 手 で 持 ち上 げ、 グ ッ と顔 に ケ ー ス を近 づ け よ

う と しま した。 す る とそ の 瞬 間 、 手 を す べ らせ て 思 わ ず ケ ー ス を落 と して しま ったの です 。

中 の魚 の半 分 を 殺 して しま った私 。 魚 を よ く見 た い と い う欲 を も って い た の が よ く分 か り

ま した 。 この物 語 の 僕 も ク ジ ャ クヤ マ マユ が ほ しい と い う欲 か ら盗 み を して しま った の だ

と思 い ま した 。

あ の で き ご との 後 私 は、 友 達 に何 回 も謝 り、 自分 を せ め ま した。 なぜ 、 ケ ー スを 友 達 の

許 しを得 ず に手 に 持 って しま った の だ ろ う と。友 達 は、 シ ョボ ンと した私 を す ぐ許 して く

れ は しま した が 、 心 の 中 で は くや しか った と思 い ま す 。 この作 品 の 中 の エ ー ミー ル も、 ク

ジ ャ ク ヤ マ マ ユ を っ ぶ され た と き、僕 に は きざ な言 葉 を言 った けれ ど、 腹 の 中 で は とて も

が っか り して い た の で は な いで し ょ うか 。 なぜ な ら、 ク ジ ャクヤ ママユ はエ ー ミー ルに と っ

て は、 汗 と涙 の結 晶 な の だ か ら。

この 物 語 を 読 ん で 、我 慢 は本 当 に簡 単 な よ うで難 しい こと だ と思 い ま した 。 なぜ か と言

う と・ 私 も ・の物 語 の僕 も・我 慢 と い う ・とを 忘 れ て しま い失 敗 を して しま ・たか らです0

しか も・ 僕 の場 合 は エ ー ミー ル に あ きれ られ て しま い・ ・れ か ら一 生 工 一 ・一 ・レに悪 い 州

だ と受 け と られ な が ら、生 きて いか な けれ ば な らな くな って しま った よ うに 思 い ます 。 私

は つ くづ く我 慢 は何 事 に も必 要 だ と感 じま した 。

6指 導 の効 果

(1)授 業 を終 え て の学 習 者 の感 想

・い っ もな ら 「お も しろ か った 」 で終 わ って いた の が
、 今 回 は 自分 の思 って い る こ とを 少

し書 けた の で は な い か と思 う。

・感 想 文 は 自分 の感 じた こ とだ けを書 くもの だ と思 って い たが
、 読 む き っか け、 自分 の 体

験 な ど も取 り入 れ る な ど、 奥 が深 い ん だ な と思 わ され た 。 で も、 い ざ 、 自分 で そ う い う

こ とを取 り入 れ て 書 こ う と思 って も、 な か な か うま くい か な い。 本 当 に難 しい と思 った 。

・印 象 に残 った こ と と
、 自分 の体 験 とを照 ら し合 わせ る こ と に よ り、 と て も納 得 の い く文

章 に な る こ とな ど、 「な るほ ど」 と思 った 。
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・以 前 よ り も、 自分 の 体 験 談 、 自分 の意 見 、 ま た、 登 場 人 物 を 自分 と比 較 して み た り、 登

場 人 物 の心 理 を予 測 した り、 い ろ い ろ な ことが す らす ら書 け るよ う に な った。

・自分 の 考 え や立 場 を 明 確 にす る と、 文 章 を 書 くの が そ れ ほ ど苦 で な くな った。

・本 の 中 の こ と と、 自分 の 体 験 を 比 較 した りす る こ と で 、本 の内 容 に 少 し近 づ け た よ う な

気 に な っ た。

・自分 とそ の 話 の 内容 を対 比 させ て
、 共 通点 ・違 うと ころ な どを 発 見 す る こ と は 、 自 己 を

見 っ め る こ と にっ な が る と思 った 。 感想 文 を書 く ことで 自分 の こと もよ く、分 か ると思 っ

≧ ・

・今 ま で は、 思 っ た こと を だ らだ らか いて い た け ど、本 当 は この よ うに構 成 を 考 え て 自分

の 意 見 を十 分 に入 れ れ ば い い ん だ な と思 った。

・自分 の考 え を相 手 に分 か って も らえ るよ うに書 くの は難 しいけ ど
、 とて も必 要 な こ と だ

と思 った 。

・一 っ ず っ 項 目に分 けて 書 いて い た らいつ の ま に か1200字 も書 け て び っ く り した 。 自分 で

も こん な に書 け るん だ な と思 っ た。

・で きた と き の気 持 ち は
、 な にか 「や り遂 げ た」 と い う気 持 ち で とて も良 か った 。 な に せ

僕 が4枚 も書 い た ん だ か ら。初 め は 「そ ん な に書 け な い よ」 と思 った が 、 や って み る と

そ うで もな く、 け っ こ う楽 しか っ た。 「や れ ば で き る」 とい うの は ほん と うだ と思 った 。

・思 った よ り、 書 く こ とが 楽 し くて 、 よ い本 を 見 っ け た らま た書 い て み よ うか な とい う気

に な った 。

・感 想 文 を書 くと言 わ れ た と き、 す ご くいや だ ったが、書 いて い る うちに とて も楽 しくな っ

て 、 今 ま で で き なか った こ とが で きて 、 とて も良 か っ た。 まだ 、 下 手 だ け ど、 感 想 文 を

書 くことが こんな に楽 しい とは思 わなか った。

② 授 業後 にお け るア ンケー ト調査 の結果

*学 習者 に読書感想文 の指導を受 ける前 と、後 とを比較 させた。

① 読書 を して感想 を もっ ことを大切だ と思 うよ うにな りま したか

ア

イ

ウ

工

以前 と同 じく大切 だ と思 う

以前 に比べ て大切 だ と思 うよ うにな った

以前 と比 べて大切 だ と思 わな くな った

以前 と同 じく大切 だ と思 わない

ウ(2.5%)

イ(52.0%)

表1

エ(10 .3%)

%)
ア(

:

: i::

Ofl)

_.

ア(35.3%)

② 読書感想文 を どの よ うに書 いた らよいか にっいて

ア

イ

ウ

工

オ

以 前 か ら考 え て い た もの を確 認 す る こ とが で きた
オ(6.8%)以 前

は分 か って い るつ も りだ ったが 、 そ うで は な い こ

とが 分 か り勉 強 に な っ た

以 前 は分 か らな か った が 、 勉 強 して よ く分 か った エ
(30.6%)以 前 は分 か らな か

った が 、 勉 強 して 少 しは分 か っ た

よ く分 か らな い

表2

ア(7.8%)

イ(24.3%)

ウ(30.6%)
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③ 読書感想 文 に何を書 いた らよいかにつ いて

ア

イ

ウ

エ

オ

以 前 か ら考 え て い た もの を確 認 す る こ とが で きた オ(5g%)

以 前 は分 か って い るっ も りだ った が 、 そ うで は な い こ

とが分 か り勉 強 に な った

以 前 は分 か らなか った が 、勉 強 して よ く分 か った

以 前 は分 か らなか った が 、勉 強 して少 し は分 か った エ(333%

よ く分 か らな い

表3

ア(8.3%)

(23.Oio)

ウ(29.4%)

④ 実際 に読書 感想 文を書 いてみて

ア 以前 よ りとて も満足の い く文章 が書 けた

イ 以前 よ り少 しは満足 のい く文章 が書 けた

ウ 以前 とあ まり変わ らない

工 以前 よ り満 足で きない文章 にな った

表4

エ(4 .4%)

ウ(31.9%)

ア(9.6%)

%)

::
:・:

・ ・

o イイ(53.9%)

⑤ 感想文の量 につ いて

ア

イ

ウ

エ

オ

以前 と同 じよ うにた くさん書 けた

以 前 と比 べ、かな りた くさん書 けた

以 前 と比 べ、少 しは量 が増え た

以 前 とあま り変 わ らず、あ まり書 けなか った

以 前 と比 べ、書 く量 が減 って しまった

エ(94%

ウ(455%)

表5

オ(4.5%)
ア(104%)

イ(30.2%)

⑥ 読書感 想文を書 くことにっ いて

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

以前 も得意だ ったが、 さ らに得意 にな った

以前 と同 じく得意 だ

以前 は苦手 だ ったが、苦手意識 が薄 くな った

以前 と変わ らず苦手 だ

以 前 は 得意 の っ も りだ った が 、 か え って苦 手 に な った

以 前 も苦 手 だ っ たが 、 さ らに苦 手 に な った

オ(s.8%)

エ(21 .8%)

表6

イ(10

)

璽

田 閲田団団門 ・

● ● ●

・::':'●

・:::::・'

・
・ の

ウ(55.

カ(2.9%)

ア(2.9%)

イ(10.2%)

⑦ 読書感想 文に対 す る興味 につ いて

ア

イ

ウ

エ

とて も興 味が もてて、 また書 いて みたい と思 う

少 しは興 味が もてて、書 いてみて もいいと思 う

あ ま り興味 が もてず、それ ほど書 きたいとは思 わない

全 く興味 が もてず、書 きた くな い

表7

エ(10.8%)

ウ(39.2%)

イ
●
○

」
● 8

●
o 8

o ● 壁
. 量

● ●
. 露

o 凸
● o

じ . ●
. ●

)
6

6

●

○

`

●

・

●
.

o

ア(7.4%)

イ(42.6%)
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⑧ 今回 の読書 感想文の授業 にっ いて

ア

イ

ウ

工

とて も楽 しか った

わ りあ い楽 しか った

あ ま り楽 し くな か った

全 く楽 し くなか った

表8

工(10 .1%)ア(9ユ%)

ウ(27.4%)

35(イ

・

O

・

・
.

。
。.・..

)

1

*平 成7年10月 実 施 、対 象:第3学 年(216名)教 材 「故 郷 」(S社)

7指 導上 の留意 点、気付 いた点

第1時

・自分 の意見 を もっ ことの大切 さを認識 させ る。

・読 書感想文 の意義 、重要性 を学習者 に理解 させ る。

第2時

・データ作文 の完成 を急がせ ない
。(テ ーマを示 してか ら、 自分 の体験 を じっ くりと振 り返

らせ るための時間を十 分 にと らせ たい。)

・読書 感想文 を書 く時に準 備す るよ うなデー タ作文 ではな く、 日頃か ら、 いろいろな テー マ

で書 かせて お くことが大切で ある。

・個 々の学 習者 が、 自分 が今や って いることが何 にっ なが ってい くのかを意識 させ る工 夫 が

必要 であ る。

第8時

・一 っの感情 表現(「 よ い」「す きで はない」「か わいそ う」「す ごい」)だ け で
、 学 習者 が物

事 に対 して意見を述べ たよ うなつ もりに させな い。

・文学作品 の登場人物 の体験 と、学習者 自身の体験 をよ り具体的 に比較 させ るため には、両

者 の場面 や状 況を正確 にと らえ させ ることが必要 であ る。

・学習者 に、相手 を認識 して、 的確 に 自分 の意見 や感想 を伝 え るため の工夫 を させ る。

全体を とお して

・学校 行事 、その他で学 習者 に作文 を書 かせ る場合、常 に学習者 がその後 の作文活 動 でデ ー

タと して活用 で きるよ うに、 自分 の考 えや意見、 その時 の状況 を記 録 させ る とよい。

・個性 的 な意見 は、個人 の知識や経験が影響す るので、様 々な視点 で物事を見 る態 度を常 に

意識 させ る指導 が大切 で ある。

8考 察

本分科 会で は感想文 を、 自分独 自の意見や考えを分か りやす く相手 に伝え るための論 理 性

が求 め られ る説 明文 ととらえて研 究を進 め、次の よ うな成果を得 ることがで きた。

(1)「6指 導 の効果」(7ペ ー ジ)で 示 されて いるよ うに、学習 者 の読 書 感想 文 に対 す る

苦手意識 は、か な り薄 らいで いる。作品の内容 も、 自分の体験 を折 り込 み、意見 を述 べ、
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主人公 の心情 と比較す ることによ り、感覚的 な ものか ら思 索的な ものへ と深 め られ た。

② 「デー タ作文」 によ って、「何を書 いた らいいのか分か らない」 学習 者 に、 自分 の 体験

と作品 とのかかわ りを中心 に書 くことを理解 させ ることがで きる。 ま た、 「デ ー タ作 文」

は、三年 間の学 習 を見通 した上 で、計画 的、継続 的に蓄積 され ると効果的であると考 える。

国語科 の授業 だ けに ととま らず 、道徳 や学校 行事等 の後 の作文や事後学習 にお いて も自分

の体験 を見っ めさせ 、考 えを深 め させ るよ うに配慮 したい。

(3)「 標準 アウ トライ ン」 を示す ことによ り、「ど う書 いた らい いのか分 か らな い」学 習 者

に、構成 を意識 させ、 それまで書 きためた 「読書感想文用紙①～④」をまとめることによ っ

て1200字 程度 の感想文 を書かせ ることがで きた。また、感想文 に対 す る意欲 が高 い学 習 者

には、「標準 ア ウ トライ ン」 を乗 り越え させ ることによ って、 独 自性 の あ る論理 的 な構 成

を工夫 させ ることが で きる。

(4)学 習者 がそれぞれ の学習課題 を解決す ることがで きたか どうかを、用紙 にま とめ られ た

内容 か ら評価 す ることが で きる。

情報が氾濫 し、め ま ぐる しく変化す る社会 の中で生 きる学 習者 た ちに とっては、今 までの

生 活を じっくり振 り返 って 自分の体験 を掘 り起 こし、考 えを深 あてい くことは容易ではない。

しか し、今回 の学 習を とお して 自分 の生 きて きた過程 を見っ め直す機会 が もて た とした ら、

今後の生 き方 を考 え る上 で も大切 な姿勢を学ん だ ことになる。

しか し、 その一方 で、書 くことその もの に関心 ・意欲が低 い学 習者 に と って は、 「デ ー タ

作 文」を書 いた り、用紙 を まとめて い く作業が うとま しく感 じられ ること もあ ったよ うだ。

日ごろか ら機会 あ るごとに短 作文 に取 り組 ませ、書 くことへ の抵抗感 を和 らげて お くよ うに

した い。 また、授業者 自 らが 自分 の人生や体験 を率直 に学習者 に語 り、学 習者が 自分 の体験

を率直 に記せ るよ うな学 習者 と授業者 との信頼関係を築 いて お くよ うに心 が けたい。

なお、今後 の課題 と して次の点が挙 げ られ る。

(1)「 デー タ作文」活動 の計 画的 。継続的指導 に伴 う工夫

授業者 は、「デー タ作文」 を無計画 に書 かせ るので はな く、学 習 者 が 自分独 自の考 え や

意 見を無理 な く論理 的に表現で きる工夫、学習者 の内発的動機付 けが高 まる工夫 をす る こ

とが大切 であ る。また、「デー タ作文」 の蓄積 に は、今後 、 コ ンピュー タを活 用 した処理

も考 え られ る とよい。

(2)的 確 に自分 の考 えや意見 を伝え る文章構成 の工夫

自分の考えや意見 を相手 に対 して的確 に伝え るには、論理的 な思考 に基 づ いた文章 構成

の工 夫が必要不可欠 であ る。授業者 は、学 習者 自 らが よ り効果的 な表現 方法を工夫 して い

くよ うな指導 を今後 も引 き続 き研究 して い く必要が ある。

㈲ 生 徒 自 らが授業 の成果 を意 識で きる評 価(自 己評価 ・相互評価)の 工 夫

授業者 は、授業 の成果 が学 習者一 人一 人 に感 じられ る評価方法 にっ いて、今後 、ます ま

す重視 すべ き個別化 ・個性化 に対 応で きるよ う更 に研究を深 める必要 があ る。

一11一



【音声言語 指導班】

研究副主題:「 聞 き取 る力を伸ば し、論理的思考 を高 ある指導 の工夫」

1基 本的 な考 え

情報化 の波 は、急速 に学習者 に迫 って いる。テ レビ等 の マス ・メデ ィアか らは、実 に多種

多様 な情報 があふれて いる。 しか し、過度 の情報化 は、学 習者 か らコ ミュニ ケー シ ョンす る

意 欲を失 わせ てい るよ うだ。 ファ ミコンなど学習者 と機械 のかかわ りは密 にな って いるが 、

その反 面、人間 同士心 を通わせ る コ ミュニケー ションの機会 を失 わせて いる。

また、情報 とは、本 来、 自分 に とって必要か否か を選択 し、活用 すべ き もの であ る。 しか

し、国語教育 において、情報 の取捨選択能力を高め る指導法 や、 コ ミュニケー ションを促 す

よ うな指導の開発 は必 ず しも進 んで いるとは言 えな い。

本分科 会で は、前述 のよ うな生徒 のおかれた状 況を踏 まえ、情報化社会 を生 きる力 と して

の コ ミュニケ ー ションの能力 の育成 を前提 に、他者 の発信 した情報を論理 的に聞 き取 る力 を

育て る指導 を模 索 した。

まず 、生徒 の実態を調査 した。学 習者 の国語 の授業 に対す る関心 が、本実践 を通 して 、 ど

の よ うに変容す るかを調査す る 「関心度調査」 と、同 じく本実践 を通 して、学 習者 の 「論 理

的思考 」が どのよ うに高 まったかを調査す る 「論理的思考調査」 を、実践 前後 に行 った。

次 に、他者か らの情報 を論 理的 に聞 き取 る力を確か める 「聞 き取 り トレーニ ング」 を一 定

期間実施 した。 この トレーニ ングで高 めた聞 く力を発揮す る指導 と して、 「記 者 会見 」 を体

験 させ る授 業を実施 した。 これ は、「記者会見」 とい う場 の中で、情 報 を 聞 き取 り、 そ の情

報 を、 ニ ュー ス原 稿 にま とめ るため に必要 に応 じて取捨選 択 させ る ことをね らいと した授業

であ る。 そ して、最 終的 に、記者会見 で集 めた情報 を班 ごとに 「ニュース番組 」 と して ま と

め させ た。 この作業 の中で 「聞 く」 とともに 「話す」「話 し合 う」 を含 めた音 声言 語 の総 合

的 な力 が高 あ られ る と考 えた。

2仮 説

本分科 会で は、以上 のよ うな基 本的な考 えを もとに、次 のよ うな仮説 を立て て、授 業 研

究 を中心 に仮 説 の実証 を試 みた。

「聞 き取 り トレーニ ング」 「記者会見」 とい う実践を通 し、 ① 聞 くことに対 す`る姿 勢 ・

態度 ・意欲 を高 める ことがで きる。②要点把握 の力 が高 まり、論 理的恵考 が育 っ。③ 国語

の授 業 に対す る興 味、関心を高 め ることがで きる。

3研 究 方法

音声言語班 で は、仮説 実証 の ため、実践前後 に実践前調査(以 後 「プ レ・テス ト」と呼ぶ)、

実践後調査(以 後 「ポス ト・テス ト」 と呼ぶ)を 実施 した。 このテ ス トは大 きく二 っに分 け

られ る。第一 は国語 に対す る生 徒の関心度 調査で ある。第二 は論理的思考 調査 であ る。 いず

れ も今 回の授 業 の効果 を分析 す る手 だて と して実施 した。 その実践概要 は以下の通 りであ る。
・プ レ ・テス ト(平 成7年9月 初旬)関 心度調査 ・論 理的思考 調査

・聞 き取 り トレーニ ング ・記者会見(平 成7年9月 中旬～10月 中旬)

聞 き取 り トレーニ ング(本 実践 では8回)、 記者 会見(全6時 間)

・ポス ト・テス ト(平 成7年10月 中旬)
、関心 度調査 ・論理的思考調査
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4指 導 内容

(1)指 導 のね らい

本 分科 会で は、音声言語 の基礎 は 「聞 くこと」であ ると考 え た。 そ こで相手 の話を集 中

して聞 くことので きる生徒 を育成す るための第一 歩 と して、「聞 き取 り トレー ニ ング」 を

実施 す る ことに した。次 に、 この トレーニ ングの成果を発揮で きる場 として、「記者 会見 」

を設 定 した。 さ らに、その会見で得 た情報を ニュース原稿 にまとめ、 ニ ュー スと して 発表

させ る 「ニュース発表 」へ と発展 させて いった。 この一連の授業 を行 うことによ って以 下

の よ うな総合的 な力 を育成 す ることがで きると考え た。

ア 相 手の話 を聞 こうとす る態度、正確 に聞 き取 るカ

イ 情 報を収集 し、取捨選択 す るカ

ウ 話 の要点を把握 す るカ

エ 情 報を分か りやす く構成 す る力

② 研 究の内容 と教材 の効果

ア 聞 き取 り トレーニ ング

週 に2回 程度 、授業 の初 め に10分 間程 度で行 う。新 聞等で生徒 の興 味を ひきそ うな記

事 や短 い文章 を探 し、ゆ っ くり2回 読 む。次 に読んだ ことに関す る質 問を して、解 答用

紙 に書 かせ る。は じめ は集 合場所の連絡 な ど、箇条書 きの簡単 な文章(質 問の答え を単

語 で答え られ るよ うな もの)か ら始あ、慣れて きた ら、次第 に文章 を難 しくす る、 文 で

答 え る質問をす る、2度 読 みを1度 読 み に変え る等 、程度 を高 あて い き、最 終的 に は感

想 も含 あ、100字 程 度 にまとあ る作業 に発展 させ てい く。

◆本教 材の長 所 と期待 され る指導の効果

◎ 授 業の は じめに短時 間で継続的 に行 うことがで きる。

◎ 集 中 して聞 くとい う訓 練を積む ことで、聞 く態度 を身 に付 けさせ ることが で きる。

◎ トレーニ ングを発展 させ、要点把握 の力や長文読解 の力 を高 あて いくことがで きる。

◎ 大切 な ことを メモに とるとい う習慣 を 自然 と身 に付 けさせ ることがで きる。

イ 記者 会見を利用 したニ ュース番組作 り

聞 き取 り トレーニ ングで付 けたカを発揮す る場を生 徒 に与 える。 ただ聞 くだけでな く、

記者 会見の中 で、会話 のや り取 りの内容 を把握 す るとい う高 い レベルの聞 き取 りを体験

させ る。以 下 の手順 で指導 を行 う。

① 部活で全国大会 に出場 した、夏休みに自転車で北海道 を旅 した等、生徒の中か らニュー

スにな りそ うな体験 を もっ者 をあ らか じあ選 んでお く。適 当 な生徒 がいな い場合 は教

師の ほうで生徒 の代役 とな る。形態 として、記者会 見を受 ける生徒(会 見者)1名 、

会見 の進 行役の生徒1名 、他 の生徒 は、6班 に分 かれ机 をっ けて前方 を向 く。意 欲 づ

けのためにそれぞれ の班 がTV局 とい う設定 とし、生徒 は会見を取材す る記者 とす る。

② 進行役生 徒の司会 によ り、記者会見 を開始す る。 この会見で話 され る内容につ いて、

すべて の生徒 は聞 き取 りメモに会見の や り取 りを書 いてい く。初 あ に、代表質 問 と称

し、進行役 が会見者 に幾っか質問を行 う。 ただ しこの部分 は、あ らか じめ質問 と答 え

を用意 した台本 に沿 って行 い、 その中 には取捨選択能力 を試す ため、本題 とあま り関
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係 の な い質 問 を 混 ぜ て お く。

③ 代 表 質 問 が終 わ った ら、 各 班 ご と に、 他 に 聞 いて み た い質 問 を時 間 を と って 考 え さ

せ る。 こ の際 、 質 問 事 項 に優先 順 位 を つ け て お く。

④ 質 問 が ま と ま った ら、各 班 ご とに局 名 を書 い た カ ー ドを掲 げ 、 代 表 者 が質 問 す る。

これ らの質 問 にっ い て は 、会 見 者 は そ の場 で考 え て答 え る こ と に な る。 そ して 、 す べ

て の 記 者 はそ の や り取 りを メ モ に と り、 記 事 を 書 く材 料 とす る。

⑤ 記 者 会 見 が終 わ っ た ら、 聞 き取 りメ モ に書 き取 った事 柄 に っ いて 必 要 な こ と、 不 必

要 な こ とを ○ △ ×の 記号 で 分 類 し、 見 出 しと な る タイ トルを 考 え る。 班 の 中 で 、 お 互

い の 聞 き取 りメ モ を も とに編 集 会 議 を 行 い、 最 終 的 に各班 ご と に1っ の ニ ュ ー ス原 稿

を 完 成 させ る。 そ の際 、 ニ ュー スの テ ロ ップ と して み せ る 「タ イ トル」(見 出 し)も

一 緒 に考 え させ る
。

⑥ 各 班 か ら ニ ュ ー ス キ ャス ター役 の生 徒 が 出 て 、 ニ ュー ス原 稿 を 読 み上 げ る。 この と

き、 タイ トルを 紙 に書 い た カ ー ドを テ ロ ップ と して 出 す 。読 み 上 げ られ た ニ ュ ー ス に

っ い て 、他 の班 の 生 徒 は、 手 元 の評 価 表 に、 事 実 が しっか り伝 わ って い るか な ど に っ

いて 相 互 評 価 を 行 う。

◆ 本 教 材 の長 所 と期 待 され る指 導 の 効 果

◎ 記 者 会 見 の 中身 を しっか り聞 いて い な けれ ば質 問 も考 え られ ず 、学 習 に参 加 で き な

い た め、 集 中 して 聞 くこ とが で き る。

◎ 記 事 作 成 に 向 け て 、 聞 き取 っ た情 報 の取 捨 選 択 能 力 、 要 点 把 握 の能 力 を 身 に付 け さ

せ る中 で 論 理 的 思 考 を高 め て い くこ とが で き る。

◎ 聞 き取 っ た内 容 を順 序 よ く組 み立 て て ニ ュ ー ス原稿 にま と め る こ とを とお して 論 理

的 な思 考 を高 め て い く こ とが で き る。

◎ 生 徒 の興 味 ・関 心 を 引 き 出す こ とが で きる 。

◎ 記 事 を書 く際 、 多 様 な活 動 の場 が用 意 さ れ て い るの で 、 す べ て の 生 徒 が い ろ い ろ な

場 面 で力 を発 揮 で き る。 ま た、 相 互 評 価 す る 中 で、 自分 の力 に気 付 き、 さ らに高 め て

い こ うす る意 欲 を 喚起 す る こ とが で き る。

5授 業 で 見 られ た学 習 者 の変 容

以 下 は、 学 習 者 の感 想 文 で あ る。

(1)要 点 を 把 握 しな が ら、聞 くこ と、書 くこ とが で き る よ うに な った例

・作 文 や 人 の 話 を 聞 く時 は 、要 点 を 自分 で探 して 聞 くと よ く理 解 で き る こ とが 分 か った 。

・話 の 中 に は い くつ か の言 葉 が あ り
、一 つ の言 葉 に はた くさん の言 葉 が く っつ いて い る。

そ の ひ とっ の 言 葉 を見 っ け る大 切 さ、要 点 を見 っ け る大 切 さを 学 ん だ 。

・聞 い て 、 そ れ を ま と あ る力 が っ い た 。普 段 の授 業 で や れ な い こ とを や った と思 う。

・要 点 を書 か な くて も頭 の中 で整 理 す る こ とが で き るよ うに な っ た
。

・しっか り と話 を 聞 き理 解 す る こ と、 そ して 要 点 を 自分 な り に ま とめ る こと を学 ん だ 。

・聞 いて メ モ を取 る力 が身 に付 い た と思 う
。 記 者 会 見 な ど も、他 の班 の 質 問 や 会 見 を して

い る人 の 言 った こ とを全 部 書 くの で は な く、 大 事 な所 だ け を書 くと い う こ と も、 こ の 授

業 を通 して 分 か った 。

一14一
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・こん な私 で も、 ち ゃん と文章 の 中 か ら、 大

事 な もの を 書 き取 った りで き るん だ な あ と

思 い ま した 。 それ と自分 達 が メ モ した もの

か ら文 章 が で き るん だ と思 い ま した 。

(2>メ モす る力 と聞 く力 の 向上 が 見 られ た 例

[同 一学習者 によ るメモ能力の変容]

メモの質 ・量 に大 きな差が見 られ る

〈 プ レ ・テ ス ト メ モ〉

・少 し くら い早 い言 葉 で も メモ す る こ とが で 日 難…しい語

き るよ うに な っ た。 本 当 に役 に立 っ 。

・記者 会 見 の時 、聞 き取 り トレー ニ ングをや っ

た成 果 で 、鉛 筆 が す らす ら と動 い た 。 聞 き

取 りが で き る よ うに な り、 メモ も速 くな っ

た。

・メ モ は 、 とて も大 事 だ と言 う こ とを教 え ら

れ ま した 。要 点 だ けを 書 き 、必 要 で な い こ

とは書 か な い力 もっ き ま した 。

・授 業 中 、集 中 で き る よ うに な った。

・前 よ り話 を真 剣 に聞 け る よ うに な った 。

㈲ 興 味 ・関 心 を も ち学 習 す る こ とが で きた例

・最初 は、聞 き取 りなんて や りた くな い と思 っ

て い た け れ ど、 そ の うち楽 しくな って きた 。

そ して 記 者 会 見 、 ニ ュ ー ス原 稿 の発 表 が で

て きて 「な る ほ ど!」 と感 心 した。 中 学 校

の授 業 に 足 りな いの は学 ぶ 楽 しさだ と思 う。

だ か ら、 この授 業 は最 高 だ と思 った。

・僕 は話 を 聞 くの が あ ま り好 きで なか った が

聞 き取 り トレー ニ ングを や って 少 し話 を 聞

くの が 好 き に な った 。 こ れか ら もち ゃん と

話 を 聞 こ う と思 った 。

6指 導 展 開

・第1時

i「一一
[()年()組()番 氏名()

ii風 味(ふ うみ)麹(こ うじ)和 紙(わ し)
フウミ コウジ ワシ1

メモ欄

アメリカ みそにっいて 調味料 たくさん

作る時 気温がたかい時 大豆から かんそう

させる 地 いきでちが う こうじ 赤 自 ま
1ま から げんえん

〈 ポス ト ・テ ス ト メモ〉

ネスラー試 薬 ・しょう酸銀溶液 ・過マ ンガ ン酸

カ リ溶 液 ・塩 素 ・有機物(脂 肪 、タンパ ク質 、炭

水 化物 等)り ゅう酸

メモ欄

私 たちはた くさん水

例 えば川 、水道 、雨 の水 たま り、

水 はっねにあ る 水 によ って生 きてい る

水 を きれい とか きたな いとか い うだけ

この方 法

1.水 に色 がっいて いな いか

黄色

2.ネ スラー しかま、白 いか み

黄→ 赤 ア ンモニァ

3,し ょうさん ぎん ようえ き

白い 塩素

4.か マ ンガンさん カ リよ うえ き

りゅうさん 有 き

色 がな くな る

雨 は不純物 な し プ ール ア ンモニ ァ

あ らかわ アンモニ ア くさった葉

あふろ ア ンモニ アがだんだんふ える

えんそ へ る

記 者 会 見 の意 義 、 や り方 の 説 明 、 ビデ オ に よ る形 態 の確 認 。

今 後 の授 業 計 画 の 確 認 。(学 習 プ リン ト1)※P.18参 考 資 料 参 照

・第2時 班 内 の係 分 担 を決 め る。 簡 単 な記 者 会 見 を 練 習 と して 実 施 。

・第3時 記 者 会 見 個 人 で 聞 き取 りメ モ の作 成 タ イ トル(ニ ュー スの見 出 し)を 決 め る。

(学 習 プ リン ト2)※P.18参 考 資料 参 照

・第4 .5時 班 ご とに ニ ュ ー ス原稿 作 成 タ イ トルつ け。

(学 習 プ リン ト3)※P.19参 考 資 料 参 照

・第6時 ニ ュ ー ス原 稿 読 み上 げ、評 価 表 に よ る相 互 評 価 。

(学 習 プ リン ト4)※P.19参 考 資料 参 照

*上 記 の計 画 の 前 に 「聞 き取 り トレー ニ ン グ」 を8回(プ レ、 ポ ス トテ ス ト別)実 施 して

い る。 ※P.20参 考 資 料 参 照
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第3時

時間 学習内容 生徒の活動

1

教 師の動 き 注意事項

5
導入

今回の授業の流れ確認 記者(質 問者)に は、特 に念
分 プ リン トな ど で確 認 す る

各係を確認 入 り に確 認 さ せ る。

展開

記者会見 内容 を録音 して お く

会見内容説明 会見者入場(拍 手) 司会進行の手助け

聞 き取 りメモに記 入す る メモを取 る時間を確保

次の質問 を混 ぜてお く

代表質問 聞 き取 りメモに記入 す る ◎会見の本題がわかる質問

◎本題と無関係な質問

30
◎会見者の意見が分かる質問

机間指導
分

その他 の質 問を考 え る 各TV局(班)ご とに相談

質問内容を吟味 し、優先 順

位 をっけてお く

各社質問 各TV局 の代表者質問 会 見 の ル ー ル i

他 の生徒 は聞 き取 りメ モに ◎基 本的 には各社_質 問ずつi
i

記入す る ◎関連質問は進行役の判断司
1

適宜受け付ける1

司会進行の手助け 1

1
聞 き取 りメモの完成 記事 に必要 な ものか ど うか 机問指導

取捨選択(聞 き取 りメモ に
「

io ○ △ ×を っ け る)す る i
分 !

自 分 な り の ニ ュ ー ス タ イ ト 次 の授業 で班 内でひ とっ にま}
1

ルを考 えて記入す る とめ る こ と を説 明l

l
!

l
F
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5

分

ま とめ

次回 の予告

次 回活動 す る係 は何 かを知

る

郷 野　㌻
活動 す る係 には適宜助言 を与1

えてお く

{

第6時

時間 学習の内容 生徒の活動 教師の動き 注意事項

5 導入

分 本時の学習内容の確認 評価表を受け取る 評価表配布1

展開 1

原稿読み上げ練習 ニ ュ ー ス キ ャ ス タ ー 役 の 生

徒の読み上げ練習に班が助
[

}
25 言 す る

分 原稿読み上げ ニ ュ ー ス キ ャ ス タ ー の 生 徒

は前 に 出 る 。(サ ブ キ ャ ス

夕 一 は タイ トル を掲 げ る)

i
i

相互評価 読 み上 げ る班以外 の班 は評
1
…

価表に記入 i
以下、全6班 分発表 し、 相

1

互評価す る。挙手 によ り発 各班 の評価 結果 にっ いて助言

15
表す る す る

分 一

自己評価 他の班 の記 事 と自分の記 事

を比較 し、優れて いる点 と
1

劣 って い る点 を プ リ ン トに

記入す る

{

5
ま とあ

この学 習か ら何を 確 認 した こと を プ リン トに

il

分 }
学ん だかを確認 記入す る i

l
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【参考 資料 】聞 き取 り トレーニ ング問題例(第1回)
畔 「

〈問題文〉

裕一君 と健治君は夏休みを利用 してサイクリングを計画 しました。健治君の家で7月30日 、午後1時 に集 まる

ことにしま した。当日になって、裕一君は貴君にも声をかけ、結局三人で行 くことになりました。三人の行 きた

い所がそれぞれ違っていて、なかなかまとまりません。その日は計画だけを立てて終わ りました。決まった こと

は次のとおりです

1.実 施 日時

2.集 合 場所

3.目 的 地

9.持 ち 物

5.注 意事項

8月5日7時 ～16時

片平神社

高尾山

水筒、お金(い ちお う1000円 ぐらい)、 タオル、地図、お菓子、

Tシ ャッの予備、雨具

・決行の日までに自転車の整備をよくしてお くこと。

・時閤に遅れないこと。

・当日元気な身体で来ること。

・雨が降っても集合場所に来ること。

〈質問文〉

質問1・ 最後に参加す ることになったのはだれですか。

質問2・ 夏休みに何をすることを計画 しましたか。

質問3・ 実施する日は何 日ですか。

質問4・ 注意事項はいくつありま したか。

し

【参考資料】 聞 き取 り トレーユ ング問題例(第5回)

、

〈問題文〉

『あちらへふわり、こちらへふわり、大昔、琵琶湖は三重にあった。』

琵琶湖は600万 年前に三重県の上野盆地で誕生 したあと、北方へ順次移動、40キ ロほど移 ったところでいった

ん消滅 した。 ところが、100万年前に大津市付近に復活、次第に北東に広がり、現在の姿になった。一横1.0卓雄 。

同志社大教授は、琵琶湖の変遷史をまとめ京都市で開かれている万国地質学会議で28日 、発表す る。

横山教授は、琵琶湖跡 とみられる地層の年代を測定 し、化石などを分析 した。82年 か ら85年にかけて京都大学

の研究者 らが行 った琵琶湖のボーリング調査の結果なども加えて、琵琶湖の移 り変わ りを推測 した。

琵琶湖は600万 年前、三重県の上野盆地で直径数キロの湖として生まれた。フィリピン海プレー トの活動による

地殻変動で次第に北方に移 り、5§4万年から400万奪前 は三重県大山田村あたりに存在 した。400万 年から250万 年

前には滋賀県の甲賀町、250万 年から180万年前は蒲生町、180万 年から130万年前に八 日市市付近にあったという。

130万年前に一度消滅 したが、100万 年前に大津市付近でよみがえり、いまの南湖にあたる部分ができあがった。

その後、80万 年前には北湖の南部、40万年前になると北湖の北部ができたという。

琵琶湖はいまも、東北の方向に年間3セ ンチほどの速 さで移動 しているといわれ、横山教授は 「南湖から順 に

消滅する運命にある」 と話 している。(朝 臼新聞 平成4年8月26日)

〈質問文〉

質問1.琵 琶湖が誕生 した場所は、どこですか。

質問2.一 度消滅 した琵琶湖は、いつごろ復活 したのですか。

質問3.琵 琶湖はどうして移動するのでしょう。その:..答 えよう。

質問4.琵 琶湖が移動する特徴を説明 してください。

L_________..______._____________
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7考 察

(1>関 心度調査

ア 調査 の 目的

「聞 き取 り トレーニ ング」及 び 「記者会見」(以 下 、「実践」 と呼ぶ)の 教育効果 を興

味 ・関心 とい う観点 か ら分析 した。

イ 「関心度調査 法」の開発

以下 の項 目に よる調 査紙法 を開発 し、実践前後 の国語授業へ の関心 を測定 した。

関心 度調 査項 目

・国語 の授 業 は(① ②③⑤⑧)国 語 の授業で は(④ ⑥⑦⑨)国 語 の授業 で(⑩)

① お も しろ い 。

② 分 か りやす い 。

③ き ゅ う くっ に感 じる。

④ 人 の 話 を し っか り と聞 け る。

⑤ 楽 しみ に感 じて い る。

⑥ 自分の考えが深 まる。

⑦ 毎時間新 しい発見が あ る。

⑧ 自分 にとって ためになる。

⑨ 自分の考 えを論理的 に表現 して いる。

⑩ 長 い話 を聞 くの はっ ま らない。

表1実 践前後の 「関心度調査」
の平均値の比較

項 目 プレ・ ポス ト・ 項 目 プレ。 ポス ト。
テ ス ト テ ス ト テス ト テス ト
(SD)(SD)(SD)(SD)

①30162928⑥2648

(0.721)00.797)(0.870)

②30282996⑦2496

(0734)(0.756)(0765)

G2.3842264●3244

(0788)(0.781)(0716)

④2936295202.544

(0.751)(0714)(0853)

⑤23802584⑩2476

(0.812)(0.831)(0964)

z.sas

(0763)

2.584

(0.792)

3228

(0748)

2580

(0812)

2392

(osii>

※プ レ・テス ト=実 践前調査tス ト。テス ト=実 践後 調査

表中の数値 は平均 値。()内 はSD=標 準偏 差。

n;250(中 学1年 ζヒ)

回答 方 法 は、 「そ う思 う」、 「と き ど き そ う思 う」、

「あ ま り思 わ な い」、 「思 わ な い」 の4件 法 と した。

項 目① 、② 、⑤ 、⑦ 、⑧ は授 業 に興 味 に対 す る興 味 ・

関心 を 、④ 、⑥ 、⑨ は技 能 を 、③ 、 ⑩ は反 転 項 目 と し、

実 践 が及 ぼ す マ イ ナ ス効 果 を 測 定 す る ことを 目的 と した 。

関心 度 を数 値 化 す るた め、 試 み に 「そ う思 う」 に4、

「と き ど き そ う思 う」 に3、 「あ ま り思 わ な い 」 に2、

「思 わ な い」 に1点 を そ れぞ れ 負 荷 点 と して 与 え 、 処 理

を した 。

ウ 結 果

最 も被 験 者 の多 い 中学1年 生(n=250)の 結 果 を こ

こで は検 討 す る。実 践 前 後 の 「関心 度 調 査 」 の平 均 値 の

変 化 を 表1に 示 す 。 表1か ら は、七 っ の項 目(③ 、 ④ 、

⑤ 、 ⑥ 、 ⑦ 、 ⑨ 、 ⑩)に 平 均 値 の 向 上 が み られ る こ と が

'分か る(但 し
、 ③ 、 ⑩ は反 転 項 目)。

向上 した項 目の 内 、 特 に③ 、 ⑤ の項 目 に は明 確 な 変 容

が表 れ て い る。

⑧ は授 業を 「き ゅうくっに感 じる。」 とい う質問項 目であ る。 この結 果 か ら、 本 実践

で学習者 の国語授業 に対 す るマイナス要 因を低減 す ることがで きた ことが うかがえ る。

⑤ は国語 の授業を 「楽 しみに してい る。」 とい う質問項 目であ る。 学 習者 は、 この実

践を楽 しみ と して受 けとめていた ことが分 か る。

(2)論 理的思考調 査
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ア 調 査 の 目的

実 践 の授 業 効 果 を 論 理 的 思 考 と い う観 点 か ら分 析 した。

イr論 理 的 思 考 調 査 法 」 の開 発

教 師 が 音 読 した説 明 的 文 章 を録 音 テ ー プ に よ り生 徒 に聞 き取 らせ 、 そ の 後 、 文 章 内 容

に 関 す る六 っ の設 問 を記 述 式 で回 答 させ る と い う方 法 で論 理 的思 考 を 測 定 した 。

な お 、実 践 前 後 の論 理 的 思 考 を 比較 す る た め、 文 章 と設 問 の両 面 で 同 じ構 造 を もっ よ

うに配 慮 した二 種 類 の調 査 法 、「味 噌 課 題 」 と 「水 質 調 査 課 題 」 を 作 成 した 。

二 っ の課 題 の 同 質 性 は 、本 実 践 に参 加 しな い 中学3年 生 計3ク ラ スを 被 験 者 と して 検

討 を行 った 。調 査 は、 一 時 閤 内 に課 題 文 章 二 っ を聞 き取 らせ た後 、 回 答 を 二 課 題 分 続 け

て 行 うよ うに させ た。 得 られ た対 応 す る設 問毎 の正 解 、不 正 解数 を 比 較 し、 精 査 した 結

果 、 明 確 な差 異 は み られ な か った。 この こと よ り、二 課 題 を 同 質 と認 め 、実 践 に お け る

プ レ ・テ ス ト、 ポ ス ト ・テ ス トと して 採 用 した。

● 論 理 的 思 考 調 査 「味 噌 課 題(抄)」(プ レ ・テ ス ト)一 一 一 一一一 一

ア メ リカ で 日本 の 食 事 を 発 表 す る こ とに な り ま した 。 私 は味 噌 にっ い て調 べ ま した 。rr_の

調 理 法 は 「味 噌 汁 」、 「味 噌和 え 」、 「味 噌 漬 け 」 で す 。 味 噌 作 り に は、 気 温 が 高 く、 湿 り気 の 多

い と きが 、 一 番 よ い と され て い ます 。 雪 国 で は 、雪 解 け の 頃 に、 味 噌 作 りを始 め ます 。 味 噌 作

りの方 法 は、 次 の よ うに ま とめ られ ます 。1,よ く煮 た大 豆 を 、 す りば ち に入 れ て す り こ ぎ で

丁 寧 に っ ぶ す 。2,っ ぶ した ら、塩 を加 え 、 す りこ ぎで っ くよ うに混 ぜ る。3,こ う じを加 え 、

よ く混 ぜ る。4,大 豆 を煮 た と きの 汁 を 少 しず っ 加 え なが らの ばす 。 熱 い湯 で 消 毒 して 乾 い た

瓶 に詰 め る。5,す き まが で きな い よ うに 、 手 で押 す 。6,塩 を ふ り、和 紙 で ふ た を して 、 冷

た い場 所 に置 く。

味 噌 は、 各 地 の名 前 を付 け た分 類 の仕 方 が知 られ て い ま す 。 信 州 味 噌 や 、 名 古 屋 味 噌 、 仙 台

味 噌 が そ れ で す 。 材 料 に よ る分 類 で は、 麦 味 噌 、 じゃが い も味 噌 、 さっ ま い も味 噌 な ど が あ り

ます 。 また 、 色 に よ る分 類 で は、 赤 味 噌 、 白味 噌 な どが 知 られ て い ます 。 あ ま味 噌 、か ら味 噌 、

減 塩 味 噌 な ど昧 付 け に よ る分類 もあ ります 。 多 くの味 噌 が 日本 に あ るの は、 昔 か ら 日本 人 が 味

噌 に っ い て の こだ わ りを も って いた た め で は な いか と思 われ ます 。

問1な ぜ 、 筆 者 は、 味 噌 に っ い て調 べ た の で す か 。 そ の理 由 を簡 単 に 答 え な さ い 。

問2味 噌 の 作 り方 で 、 よ く煮 た 大豆 を 、 す りば ち に入 れ てす り こ ぎで っ ぶ した後 、 こ う じを

加 え る前 に入 れ な け れ ば い けな い もの は何 で したか 。

問3

問4

問5

問6

今読 まれた文章の中 に出て きた味噌を使 った料 理方法を全て答 えな さい。

味噌 を分類 す る方法 をい くっ筆者 は挙 げてい ま したか。答え なさ い。

なぜ 、雪 国の農家で は、雪解 けの頃に味噌作 りを始め るのですか。理 由を答え な さい。
一箇所 だけ筆者 の推論が述べ られて いる部分 があ りま した

。そ の内容 を答え なさい。

● 論 理 的 思 考 調 査 「水 質 調 査 課 題(抄)」(ポ ス ト ・テ ス ト)一 一 一

私 た ち は、 ふ だ ん い ろ い ろ な場 所 で、 た く さん の種 類 の水 を 見 て い ます 。 しか し、 私 た ち は

水 を な ん と な く きれ い だ とか 、 き た な い とか と い う程 度 で見 て い た に 過 ぎませ ん 。 そ こ で 、 少

しで も科 学 的 に、 これ らの水 を調 べ た い と思 い ま した。

方 法1:水 に色 が っ い て い な い か ど うか 、 白 い紙 に透 か して み る。 黄 色 っぽ い色 の と き は、 植
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物 の 葉 っぱ の く さ った もの な どが 多 いた め で あ る。

方 法2:ネ ス ラー試 薬 を二 、三 滴 加 え て 、 よ く振 る。 次 に、 白 い紙 を準 備 す る。 そ して 、 試 験

管 を そ の 白 い紙 に透 か して み る。 水 が 黄 色 くな るの は、 ア ンモ ニ ア 分 が あ るか らで あ

る。 ア ンモ ニ ア分 が濃 くな るに した が って 、 色 は赤 くな る。

方 法3:硝 酸 銀 溶 液 を 四 、 五 滴 加 え て よ く振 って み る。 白 く濁 る の は、 塩素 が あ るた めで あ る。

方 法4:過 マ ンガ ン酸 カ リ溶 液 一 滴 と硫 酸 一 滴 を加 え て 赤色 に し、熱 を 加 え て み る。 色 が 消 え

る もの ほ ど、 有 機 物 の多 い水 で あ る。

い ろ い ろ な場 所 の 水 を 集 めて 調 べ ま した 。荒 川 の水 の場 合 は、 ア ンモ ニ ア分 、 く さ っ た葉 っ

ぱ 、 生 活 廃 水 な ど が 多 く含 まれ て い ま した 。 お風 呂屋 さん の 湯 にっ いて も調 べ て み る と、 時 間

の経 過 と と もに ア ン モ ニ ア分 が 増 え て い る こ とが 目立 ち ま した 。塩 素 は反対 に減 って いま した。

この こ と は、 湯 の 中 に 入 れ て あ る消 毒 の薬 品 が少 な くな って きた た め で は な いか と思 い ます 。

A

B

C

D

E

F

問

問

問

問

問

問

筆 者 は なぜ 、水 質 調 査 を しよ う と考 え た の で した か。

ネ ス ラー試 薬 を加 え て振 る。 ア ンモ ニ ア を見 っ け る。 この間 で 、 や る ことは何 で したか。

実験 で 分 か った荒 川 の水 に 含 まれ て い た不 純 物 は何 で したか 。全 て 答 え な さい 。

筆 者 は水 質 を調 べ る方 法 を 、 何 種 類 あ げて い ま したか 。

銭 湯 で は、 主 に水 の何 の 成 分 の 変 化 を 見 る た あ に、 調 査 を行 った の で す か 。

文 章 中 、 筆 者 が推 論 を して い る部 分 が あ り ま した。 どん な 内容 で した か 。

「味 噌課題 」、「水質調査課題 」のそれぞれの設問 は、互 いに調査内容が対応 して いる。

問1と 問A、 問4と 問Dは 、 それぞれ要点把握 の力 を推 定す る設 問で あるが、特 に前者 は動

機iを、後者 は要 点整理 の力 を推定 した。問2と 問Bは 順序 性把握 の力を、問3と 問Cは 記 銘 の

力を、 問5と 問Eは 、論理 の再構成 の力 を、問6と 問Fは 、事実 と意 見 の識 別の力を それ ぞ れ

み る ことに した。

ウ 結果

最 も被験者 の多 い1年 生(n=508)の 結果を紀 要で は検討す る。「論理 的思考調 査」 プ

レ ・テス ト、 ポス ト・テス トの正解、不正解者数 の比較 を表2に 表す。

表2実 践前後の 「論理的思考調査」結果の比較

問番号 プ レ ポス ト 問番号 プ レ ポス ト 問番号 プ レ ポス ト

1A正 解230

不正解278

2B正 解230

不正解278

287

221

280

228

3C

1,

正解300

不正解208

正解107

不正解401

392

116

431

77

5E

6F

正解117

不正解391

正解102

不正解406

276

232

136

372

※表中の数値は人数。n-508(中 学1年 生)

なお、問③Cは 、二っ以上答えられた場合を正解とみなした。

表2か ら は、 プ レ ・テ ス トと ポ ス ト ・テ ス トの正 解 、 不 正 解 の 出現 数 の 比 較 で は 、 全 て

の設 問 で 明 確 な変 容 が み られ 、全 て ポ ス トの正 解 数 が 向 上 して い る こ とが うか が え る。

この よ う に、 本 実 践 は 、「論 理 的 思 考 調 査 」 にみ る生 徒 の 論 理 的 思 考 を 確 実 に 高 あ た と

言 え る。
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皿 研究のまとめと今後の課題

本年度 の研究主題 は 「生徒 一人一人 の関心 ・意欲 を高 め、論理 的 な思考 を促 す指導 と評 価 の

工夫 」を 「表現 」 の領域 で重点 的 に取 り組 む ことであ った。実 際授業 を通 して感 じる ことは、

多 くの学 習者 は受 け身 的にな りが ちで積極的 に自分 の考 えを表現 す ることに乏 しい。そのたあ、

授業 において は組織的 に、効 果的 に意見や考 え を交換 し、深 め合 うことがなか なか困難 である。

主体的 に ものを考え、 それを明確 に伝え るということは、 あ らゆ る社会生 活 におけ る活 動 の基

本、 中枢 であ るだ けに、国語科 の果た して いる役割 はたいへん重要 であ る。

本研究 では、作文班 と音声班 にわかれて、具体的な指導 法 の工夫 を実践 的 に取 り組 んだ。

作文指導班 では、読書感想文 の指導 を、機 会あ るごとに書 きためたデー タ作 文 と比較関連 させ

ることで本研究 の主題 に取 り組ん だ。従来 の感想文指導 の概 念を越 えて、論理 的 な思考力 、 論

理 的な展開を文章 の表現 の骨 組み に して い ったわけであ る。

まず、読 書感想文 に対 す る学 習者 の実態調査、 な らびに学習者 の感想 文を分類 、分析 し、 そ

の結果 を示 す ことで、 なぜ学 習者 自身が感想文 に抵抗を感 じていたのかの 自己評価 が明確 に な

ると同時 に、新 たな学習 目標 を具体化す ることが できた。 それはまた書 くこ とへ の興 味関心 を

もたせ る ことに なった。 また、感想 文の内容 も自分の体 験を書 きためたデ ータ作文 と作品 を関

連 させて感想文 を書 くことによ り、作品 の読 みが一 層深 ま り、 自己の認識 を高 め る ことに もっ

なが った。 その際活 用 したの が標準 ア ウ トライ ンであ るが、それ は、 自分 の考 えを明確 に表 現

させ、論理的 な文章 を書 くうえ でのひ とつ の有効 な手段 であ った と思 う。

今後 の課 題 と しては、それ まで機会 ある ごとに書 きためたデー タ作文の蓄積法 であ る。思考

の深 ま りや拡が りの成長過程 を まとめ、 いつ で も資料 と して活 用 して い くことがで きるよ うな

内容面 の蓄 積法を考え たい。

音 声言語指導班 で は、仮説 「本授業 を とお して論理 的 な思考力 が高 ま り、生徒 の関 心 ・意 欲

を引 き出す ことがで きる」 にっ いては、独 自に実施 した二種類の調査 か ら次の よ うな ことが言

え る。「論理 的思考 調査」 の結 果か らは、すべての項 目において数値 が上 昇 してい ることか ら、

聞 き取 りの力、論理 的な思考の力が高 ま った と言 え る。 この ことにっ いては、仮説 は実証 され

た。一方 「関心度調査 」で は、「国語 の授 業を楽 しみに して いる」 と い う項 目に っ いて は数 値

が上昇 して いる。 しか し、国語の授業 は、「お もしろい」、「わか りや す い」、「自分 に と って た

めにな るjと い う項 目で はマイナスの数値 が出て いる。生徒 たち は、国語 の授業 を楽 しみ と感

じ、聞 き取 りの能力 が高 まったと感 じなが らも、授業が分か りに くい、あ ま り役 には立 たな い と

自己分析 して いる。 そ うした面 を克服 す る手だてを講 じる ことが今後 の課題 とな る。

また、今 回の調 査で は、論理的 な思考 の範囲を順 序性 、要点把握 など六 っの項 目につ いて測

定 した。 しか しこれだけを もって論理 的な思考 のすべての面 にっ いて測定 した と言 うことはで

きない。別の視点 か らの評価法 の開発 も必要 にな って くる。

最後 に、実践 の継続性 の問題 で ある。今回 の短期 間の授業実践 で も確か な変容 が生徒 に見 ら

れ た。 今後 も、三年間 を見通 した系統的、継続的 な実践研究 を進 め る必要が あ る。聞 き取 り ト

レーニ ングの方 法や、 それを発展 させて、音声言語 に関す る能力 とと もに、論理的な思考 の力、

表現力 を高 あ る指導 法 の開発 が大切 で ある。
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